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秋の深まりとともに、校庭の木々が色づき、朝夕の空気には少しずつ冬の気配すら感じられる

ようになりました。季節の移ろいの中で、生徒たちは日々の学びに励み学校生活を充実させてい

ます。保護者や地域の皆様におかれましても、健やかにお過ごしのことと存じます。 

先週行われた合唱コンクールでは、どの学級も素晴らしい演奏を披露し、会場全体が感動に包

まれました。生徒たちは、限られた時間の中で練習を重ね、仲間とともに一つの音楽を創り上げ

るという貴重な経験を積みました。実行委員や指揮者・伴奏者及び各パートのリーダー等を中心

に、互いに声を掛け合い、時には意見をぶつけながらも、最後には心をひとつにして歌い上げる

姿に、私たち教職員も胸を打たれました。 

歌詞の意味を深く理解し、感情を込めて歌う姿には、学年ごとのよさが感じられました。特に、

3年生の演奏には、中学校生活最後の合唱コンクールを歌い上げるという生徒たちの想いが込め

られており、聴く人の心に深く響いたことと思います。審査結果に関わらず、どの学級もそれぞ

れの個性と努力が光る演奏を届けてくれました。合唱コンクールを通じて得た達成感や仲間との

絆は、今後の学校生活にも大きな力となることでしょう。 

また、同じ頃には市内駅伝大会が開催され、本校からも選抜された生徒たちが出場しました。

午前中の冷たい空気の中、仲間の声援を背に受けながら、懸命にタスキをつなぐ姿は、まさに「心

と心をつなぐ駅伝」そのものでした。走者一人ひとりが自分の区間に全力を尽くし、仲間の想い

を胸に走る姿には、見守っていた私も思わず胸が熱くなりました。 

結果も大事だとは思いますが、むしろその過程にこそ真の価値があります。練習期間中、体力

的に厳しい日もあったとは思いますが、互いに励まし合いながら乗り越えた経験は、生徒たちに

とって大きな自信となったことでしょう。駅伝は、個人の力だけでなく、チームとしての結束力

が試される競技です。合唱コンクールと同様に、仲間との信頼関係や責任感を育む貴重な機会と

なりました。 

このような行事を通じて、生徒たちは「協力することの大切さ」「自分の役割を果たす責任」

「仲間とともに目標を達成する喜び」を学びました。これらは、教室での学びだけでは得られな

い、かけがえのない教育の一環です。今後も、こうした経験を積み重ねながら、生徒たちが自ら

の可能性を広げていけるよう、教職員一同支援してまいります。 

最後になりますが、寒さが一段と増す季節となります。どうか体調管理に御留意いただき、健

やかな日々をお過ごしください。生徒たちが安心して学び、成長できる環境づくりに、教職員一

同、引き続き尽力してまいります。 
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